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“みよし菊花友の会"

「
み
よ
し
菊
花
友
の
会
」
は
平
成

元
月
十
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
、

三
善
公
民
館
か
ら
の
呼
び
か
け
で
、

こ
の
会
に
参
加
し
た
の
は
十
二
名
の

人
た
ち
で
し
た
。

菊
づ
く
り
は
こ
ま
め
に
、
丹
念
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
が
多

く
、
日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る

人
に
は
な
か
な
か
大
蛮
な
こ
と
で
す
。

『う
ま
く
大
輪
の
花
が
咲
い
た
年
は

と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
よ
。』
と

会
員
の
一
人
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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政
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国
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通
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現
在
は
会
員
も
二
十
人
に
ふ
え
、
半

分
以
上
は
女
性
の
人
が
占
め
て
い
ま

す
。こ
の
会
の
活
動
は
、
菊
づ
く
り
に

つ
い
て
の
講
習
会
を
年
間
五
回
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
講
師
は
、
県
菊

花
協
会
会
員
の
山
下
タ
ツ
子
さ
ん

(柏
木
在
住
)
に
お
願
い
を
し
、
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
毎
年
八
月
に

は
、
講
師
と
全
会
員
で
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
ン
バ
の
家
庭
を
訪
問
し
、
菊
の

発
育
状
況
や
栽
培
方
法
な
ど
を
見
て

ま
わ
リ
ま
す
。
猛
暑
の
中
の
こ
の
巡

回
指
導
は
な
か
な
か
大
変
な
の
で
す

が
、
行
く
先
々
で
頂
く
麦
茶
や
ス
イ

力
、
そ
し
て
家
族
の
皆
さ
ん
の
笑
顔

で
、
会
員
の
親
睦
が
深
ま
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

や
が
て
菊
花
の
香
る
十
一
月
に
な

る
と
、
各
会
員
の
力
作
が
一二
善
公
民

館
を
埋
め
尽
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

赤、

白
、
黄
の
三
色
は
会
員
の
皆
さ

ん
の
汗
と
苦
労
と
涙
(
0
・)の
色
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

会
長
の
金
子
長
昭
さ
ん
は

『菊
づ

く
り
を
通
じ
て
地
域
の
人
々
と
色
々

な
支
流
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
よ
。』

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
会
員

み
ん
な
の
夢
は
、『
三
善
地
区
の
家
庭

に
菊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
花
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
』
な
の
で
す
。

菊
花
の
大
輪
の
ま
ち
づ
く
り
、
皆
さ

ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
み
よ
し
菊
花
友
の
会
」
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
金
子
長
昭
さ

ん
ま
で
。

(
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⑫
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市民 の うこ・ き

平成5年7月31日現在

今月の閉庁土曜日は

9月11日と25日です
市民の皆様のこ・理解とと協力をお願いします。

39，347人 (+4) 

18，712人 (+14)

20，635人 (一10)

13，397世帯 (-14) 

240.99平方キロメートル

人口

男

女

世帯数

面 積

今月の納税は

国民健康保険税第2期

今月号のみところ

0いきいき長生たのしい人生

..p 2 -3 

0大洲市の財政事情……P4-5

0下水道についで・・…・・・・・・・・..p6 

0ミニシルバ一人材センター

会員募集……...・ H ・.....・ H ・..p7 

0活躍しています。

ボランテ ィアサークル・・・・・・P8 納期は9月30日です



平
成
五
年
七
月
末
日
現
在
、

大
洲
市
内
に
住

【
九
十
五
歳
】

番付以外で

90歳以上の人

む
九
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
は
二
百
十
人

安石日山粟冨長菊高

ヨ
ネ
イ
(
田

ミ
ツ
ヨ
(
大

タ
ツ
ミ
(
大

ミ
ツ
ル
(
字

功
(
成

キ
ミ
ヱ
(
大

ス

マ

(

菅

鹿

嶋

(

菅

歳

子

(

中

村田田洲能津かNiHI口

川 本置本田永瀧池田

(
う
ち
男
性
四
十
六
人
、

女
性
百
六
十
四
人
)

で、

昨
年
に
比
べ
る
と
十
四
人
増
加
し
て
い
ま

す。

ま
た
市
内
の
老
齢
人
口
比
率
は
、

七
月
末

現
在
で
約
一
八
・
三
%
に
達
し
て
い
ま
す
。

長..俗 (平成5年場所)
男性 の 部 女性 の 部

東 新太 横 綱 矢野タカヱ
平地100歳 東宇山 99歳

城 P 駒太郎菅 田 98歳 大 関 別 田 メ 菅 田 99歳

山 本 良 衛八多喜 98歳 関 目高 西 フミヱ 菅田 98歳

松 岡 敬 祐八多喜 97歳 F合l土Eコ 神 谷 ユ キ 田口 98歳

石 キナ で仁士ヨフ 春 五 郎 96歳 前頭筆頭 富 刀立 トキヨ 成能 98歳

河 田 丘 書菅 田 95歳 前頭2 佐 子 ヨシヱ徳森 97歳

上 田 芳 文 市 木 94歳 前頭3 池 田 ミツヱ新谷 97歳

泉 喜代一 田口 93歳 前頭4 石 ?可 ヨシヱ森 山 97歳

織 田 兵 キ~ 田口 93歳 前頭5 森 山 喜代せ 田口 97歳

田 上 彦 市徳森 93歳 前頭6 大 野 ウ フ 新谷 97歳

奥 島 芳 雄 市 木 93歳 前頭7 ホオ木ミ 久 花 代;徳森 96歳

矢 野 道 善八多喜 93歳 前頭8 石 間 渡喜衛 田口 96歳

山 キ艮 福 治菅 田 93歳 前頭 9 酒 井 ヒサコ 春賀 96歳

白 石 友=うL 重 田 処 92歳 前頭10 芳 我 幸米津 96歳

浦 岡 興 家大洲 92歳 前頭11 屋地岡 キクヨ 柳沢 96歳

キナ 田 利 徳平地 92歳 前頭12 出 之r::t入 ミドリ 菅 田 96歳

河 野 豊大洲 92歳 前頭13 武 田 アキラ 大洲 96歳

大 野 賓 田 口 92歳 前頭14 石 キナ フキヱ 五 郎 96歳

藤 田辰右エ門新谷 92歳 前頭15 上 本木 汲 子大洲町歳

西 岡 前 上須戒 92歳 前頭16 宮 本 キクヱ大洲町歳

宮 長 イ乍新谷 92歳 前頭17 河 野 ア イ 大洲町歳

成 岡 康 男上須戒 92歳 前頭18 宇多 出荷 ヤヱミ 市 木 95歳

一
九
十
四
歳
}

堀山今衣桝菊高福松大前
{
九
十
三
歳
}

佐胸中井浅梶福池橋信山神梅中坪梶田菊谷松
々
木福野上倉谷岡田本尾本谷林川田原中池岡田
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本城笠田地橋岡本野田
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シ
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(
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宮藤

本田

キ
ク
ヱ
(
徳
森
)

静
(
宇
和
川
)

【
九
十
二
歳
}

矢池中高大中正荒曽森島菊 冨東梶祖高 池藤玉塩 山久 山
母 米
谷井橋田本井崎田山口野田

上中

岡 平 西岡

(新
谷
町
)

(
菅
田
)

(
大
洲
)

ア
イ
ノ
(
菅
田
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マ
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ヨ

(東
大
洲
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ミ
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磐
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東
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ヱ
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ミ
(
八
多
喜
)

野岡本保 川 藤地野沼田本宮戸橋本本藤野宮井野隅崎

タ

岡松宮中出 吉 福西西 矢冨祖
母

岡岡岡野永 井

明
【
九
十
歳
】

岡松 宮亀上上木奥近 上奥田 谷泉 村中屋上沖 片

後本本本島合田

(
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シ
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(
西
大
洲
)

マ
ツ
ヱ
(
松
尾
)

長
九
郎

(
新
谷
)

熊

衛

(八
多
喜
)

千

鳥

(五

郎
)

コ
ユ
キ

(

宇

津

)

シ
ゲ
ヨ
(
平
地
)

ユ
タ
カ

庄

上野

(北

只

)

(菅

田
)

(中

村
)

(野

田
)

キ
ヨ
ミ
(
森
山
)

安

隆

(新

谷

)

ミ
カ
ヲ
(
中

村
)

依

包

(柳

沢

)

ヒ

デ

(市

木

)

キ
ス
ヱ

(野
佐
釆
)

清

繁

(

田

口

)

策

(平

地
)

ユ
キ
エ

(
若
宮
)

キ
ノ
エ

(
春
賀
)

サ
ナ
ヱ

(若

宮

)

カ
ヲ
ル

(五

郎

)

う
み
の
(
八
多
喜
)

ハ
ツ
ヨ

(新

谷

)

イ
ソ
ミ

(平

地

)

美

教

(

蔵

川
)

シ
ゲ
ヨ

ア
キ
コ

ト
ラ
コ

本下本井野田下野藤野野中口

ス
ミ
ヱ

地田中上

亀常平永大河石吉兵白白谷松上 三
磐 佐
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須松飾 森片樫 岸矢徳長 三 田浦谷 竹

本岡 江本野永 田好丸上 野岡

マ
サ
子
(
五

郎
)

ツ
チ
ヱ
(
藤
縄
)

八
重
子
(
大
洲
)

サ
ト
ヱ

(
田
口
)

ヒ
サ
コ
(
西
大
洲
)

正

三

(

松

尾
)

ヨ
シ
ヱ
(
徳
森
)

猪

助

(

多

田

)

サ
カ
ヱ
(
中

村

)

ツ
ル
ヨ

(菅

田
)

キ
ヤ
子

(

春

賀
)

勝
久
美
(
平

地
)

マ
チ
ヱ
(
市
木
)

千
代
香

(

春

賀
)

モ
、

ョ

(
八
多
喜
)

内本

敬

老

年

金

贈
り
ま
す

電
子
体
温
計

大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
増
進

の
た
め
、
「
敬
老
年
金
」
と
「
電
子

体
温
計
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

{
対
象
者
}

平
成
五
年
九
月
十
五
日
現
在
、
大

洲
市
に
引
き
続
き
一
二
ヶ
月
以
上
住
所

の
あ
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人
①
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日
現
在

で
、
満
八
十
歳
以
上
の
人

(大
正
二

年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

②
電
子
体
温
計
は
、
九
月
十
五
日
現

在
で
、
満
七
十
歳
以
上
の
人

(大
正

十
二
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
)

{
敬
老
年
金
の
受
け
渡
し
}

V
日
時

九

月

十

三

・
十
四
日

午
前
九
時

1
午
後
四
時
三
十
分

V
場

所

肱

南

・
久
米
地
区

市
役
所

一
階
ロ
ビ
l

肱
北
・

喜
多

・
平
地
区

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区

各
連
絡
所

V
持
参
品

印
鑑
・
通
知
の
は
が
き

※
電
子
体
温
計
は
各
個
人
に
、
九
月

末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
告
⑫
3
7
7
5
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平成4年4月1日

~平成5年3月31日
平成4年度

市の財政事情
大
洲
市
長

桝

田設

お知らせします

) 
亡コ予算額:152億5，455万円
E麹執行額:143億1，128万円

血主

一般会計予算執行状況

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
四
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

歳出

|民生費「一五百λ03万円
I 26.0% 隠諮訴37億1，77~万円総渋滋絞絞紋お湾当

27億6，361万円
26億 990万円

入歳

にコ予算額:152億5，455万円
E豆3執行額:149億2，929万円

面冨可司E豆訟川総r
両立目EEM総川|
面里司白雪費」

出主面
EZEE 
ι二EEEZ匝

20億 142万円
19億5，791万円

17億8，466万円
17億5，937万円

21億7，616万円
17億7，970万円

11億1，740万円
9iJ意 960万円

17億7，793万円
17億1，354万円

8{:意8，531万円
8億8，336万円

10倍、3，682万円
10億2，816万円

5{:意5，924万円
5億5，924万円

8{;@6，590万円
8億3，692万円

3億2，687万円
3億2，478万円

4億 0万円
4億3，142万円

31意、1，010万円
3億1，027万円

3億8，331万円
3億6，297万円

1H意7，867万円
13億 119万円

50億円40 30 20 10 

(市税と市民負担の状況)

。。20 30 40 501意円

4 

市 民 税 固定資産税 たは.こ税 軽自動車税
dロ:lo.. 

I頁

制 ど 1.2• 

陸壁多 曾目
!! Fl 計

金 額 17億2，002万円 13億2，276万円 l億5，937万円 5，074万円 32億5，289万円

1世帯あたり 130，097円 100，050円 12，054円 3，838円 246，039円

1人当たり 43，942円 33，793 4，071円 1，296円 83，102円

構成比 52.9% 40.6%. 4.9% 1.6% 100.0% 



5 

(公債費の状況) [一般会計性質別予算執行状況)

区分 借入先 件数 現在高 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 107 57億3，267万円 433，603円 146，454円

自主 郵政省 49 25億1，209万円 190，007円 64，177円

~ その他 73 40億2，560万円 304，485円 102，843円
計
小計 229 122億7，036万円 928，096円 313，475円

持
大蔵省 24 12億6，691万円 95，825円 32，366円

日リ 郵政省 42 81!意 803万円 61，117円 20，643円
E ，、-
その他 10 3f.意7，658万円 28，483円 9，620円

計
ノj、計 76 24f.意5，152万円 185，426円 62，630円

l口k 言十 305 147億2，188万円 1，113，522円 376，105円

(市有財産の状況)

種 7.JIJ 面 積 等 金 客員

宅 土也 538，428m' 29億4，029万円

山 林 2，829，607m' 5，293万円

田 t田 118，191m' 1億9，095万円

雑種地 59，041m' 3億4，920万円

建 物 179，664m' 138億9，275万円

立 木 61 ，140m' 3億4，979万円

員オ 政 調 整 基 金 15億4，631万円

国民健康保険財政調整基金 3億9，533万円
工業用水道

土 士也 開 発 基 金 5{:意9，483万円

その 他特定目的基金 14億8，785万円
オて 道

出 資

1口L 

特別会計の

状 況

予算現額

収入済額

支出済額

差 ヲ|

交通傷害保障

毎~
1，277万円

891万円

829万円

62万円

金 1億1，356万円 国民宿舎

計 41億、3，788万円 病

国民健康保険

毎
26億2，717万円

27億8，255万円

24億5，623万円

3億2，632万円
、」一一← 一一_J

土地取得造成

1，861万円

1，304万円

1，304万円

0万円

国保診療所

間
4，328万円

3，702万円

3，874万円

iご〉 172万円

住宅新築資金
等貸付事業

過時¥
H意8，860万円
1億1，830万円

1億8，804万円

ム 6，974万円

院

自平成4年4月1日
至平成5年 3月31日

普通建設事業費

43億4，255万円
(30.3%) 

人件費

30億9，093万円
(21.6%) 

(事業会計の状況)

総収益 総費用 当期純利益

839万円 624万円 215万円

4億4，227万円 3億7，389万円 6，838万円

1億 526万円 l億 421万円 105万円

18億6，690万円 18億6，203万円 487万円

老人保健 公共下水道事業

益組 基主
29億9，459万円 15億1，428万円

28億6，348万円 11億6，182万円

28億6，954万円 11億 711万円

ム 606万円
ーノ

5，471万円

簡易水道 農業集落排水

(e1JJ 1経
4億4，817万円 1，587万円

4億3，035万円 1，408万円

4億2，866万円 1，408万円

169万円 0万円



9月10日は然 n~自と人下水道
全国下水道促進デー

ぐ18 つを手

下
水
道
で
美
し
い
自
然
と
快
適
な
環
境
"
つ
く
り
を

下
水
道
は
、
都
市
の
静
脈
と
も
い
わ
れ
、
快
適
な
生
活
環
境
と
公
共
水

域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
く
ら
し
を
守
り
、
清
流
肱
川
の
美

し
い
自
然
環
境
を
と
り
も
ど
す
た
め
、
下
水
道
の
整
備
を
重
点
施
策
の

一

つ
と
し
て
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
第
一
期
事
業
と
し
て
肱
南
地
区
約
九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象

に
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
終
末
処
理
場
が
完
成
す
る
平
成
七
年
度
に
は

一

部
の
地
域
で
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
肱
北
地
区
に
つ
い
て
も
肱

南
地
区
の
整
備
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
逐
次
事
業
化
す
る
計
画
で
す
。

下
水
道
が
完
成
す
る
と
・
.. 

公
共
下
水
道
工
事
が
完
了
し
使
用

で
き
る
状
態
に
な
る
と
処
理
区
域
と

し
て
供
用
開
始
の
公
示
を
行
い
ま
す
。

処
理
区
域
内
の
ご
家
庭
で
は
、
汚

水
を
直
接
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め

の
排
水
設
備
を
設
置
し
て
、
ト
イ
レ

の
水
洗
化
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

V
排
水
設
備
と
は

家
庭
の
台
所
、
風
呂
場
、
洗
面
所

な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
公
共
下
水
道

に
流
す
た
め
の
設
備
を
排
水
設
備
と

い
い
ま
す
。

排
水
設
備
は
、
公
示
後
各
個
人
で

設
置
し
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
o

v
ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
三
年
以
内
に

下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
従
来
か
ら
使
用
し
て
い
る

く
み
取
り
便
所
は
、
供
用
開
始
の
日

か
ら
三
年
以
内
に
公
共
下
水
道
に
直

接
流
す
こ
と
が
で
き
る
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
使
用
料

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、

利
便
性
、
快
適
性
が
向
上
し
、
土
地

の
資
産
価
値
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、

利
益
を
受
け
る
方
々
に
建
設
費
の

一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
に
は
施
設
の
維
持

管
理
費
用
の

一
部
を
使
用
料
と
し
て

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
条
例
が
定
ま
り
次

第
、
説
明
会
な
ど
に
よ
り
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
に

つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
下
水
道
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
8
8
)

排
水
設
備
と

下
水
道
施
設

6 

道

公共下水道 (市で設置・管理する部分)

..---、、~

L 
"-...--.J-Jーこ》

公

排水設備 (個人で設置 -管理する部分)

『
足
元
に
と
注
目
』

大
洲
市
の
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
鉄
蓋

大
洲
市
の
観
光
の
目
玉
で
あ
り
、

美
し
い
肱
川
の
象
徴
で
も
あ
る
「ウ
」

と
「
ア
ユ
」
に
、
市
花
「
ツ
ツ
ジ
」

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
ま
し
た
。

観
光

P
R
に
も

一
役
か

っ
て
い
ま

す
。



上
須
戒
簡
易
水
道
で
は
、
生
活
環

境
の
変
化
、
少
年
自
然
の
家
の
設
立

な
ど
に
よ
り
、
水
需
要
が
増
加
し
、

さ
ら
に
渇
水
期
に
お

い
て
は
、
現
水

源
で
の
取
水
が
計
画
給
水
量
を
下
ま

わ
る
な
ど
、
飲
料
水
の
安
定
供
給
が

困
難
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
三
年
度
か
ら
総
額
四

億
四
千
万
円
を
投
入
し
簡
易
水
道
施

設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
完
成
に
伴
い
、
六
月
よ
り
給
水
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

一

日
最
大
給
水
量
二
百
四
十
四
リ
ッ
ト

ル
、
五
百
五
十
人
の
皆
さ
ん
に
、
安

心
で
お
い
し
い
水
を
供
給
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
な
し
を
賞
味
で
き
る
、
開
園
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
観
光
な
し
園
」
が
、
八
月
六
日
に
ご
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
大

洲

の

豊

か

だ

さ

い

。

な
土
壌
に
育
ま
れ
た
「
良
質
の
な
し
」
{
場
所
}
大
洲
市
上
須
戒

(一

の
瀬

が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

梨
団
地
※
詳
し
く
は
地
図
参
照
)

{
開
園
期
間
}
八
月
六
日

1
九
月
中

旬

一
開
園
時
間
}
九
時
1
十
七
時

{
入
園
料
一
大
人
(
中
学
生
以
上
)

た

場

合

調

査

漏

れ

に

な

り

、

取

り

壊

ぃ

六

百

円

。
子
供
(小
学
生
)
四
百
円
。

さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が
一

三
歳
以
上
二
百
円
。

あ

り

ま

す

。

該

当

家

屋

の

あ

る

方

は

、

山

※

持

ち

帰

り

は

、

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

μ

り
五
百
円
。
団
体
割
引
は
、
十
五
人

{

調

査

期

間

}

川

以

上

か

ら

で

、

一
割
引
で
す
。

平

成

五

年

九

月

中

旬

か

ら

一

一

V
な
お
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

平

成

六

年

一

月

中

旬

ま

で

山

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

{

対

象

家

屋

}

仏

O
J
A
大
洲
上
須
戒
支
所

平

成

五

年

一

月

二

日

以

降

に

新

増

築

山

岳

⑫
0
0
2
1

し
た
家
屋
及
び
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
一

o商
工
観
光
課
観
光
係

※

詳

し

く

は

税

務

課

固

定

資

産

税

係

山

岳

⑫

2
1
1
1
(
内
線
3
2
7
)

ま
で
宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
4
5
)

A

去

おまたせしました

上須戒簡易水道が

給水を開始しました

大
洲
市
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

大
洲
市
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
に
ふ
さ
わ

し
い
仕
事
を
、
企
業
・
家
庭

・
公
共

団
体
等
か
ら
引
き
受
け
、
会
員
の
従

事
し
た
仕
事
に
応
じ
て
配
分
金
を
支

払
い
ま
す
。

就
職
は
望
ま
な
い
が
、
働
く
機
会

を
得
た
い
、
何
ら
か
の
収
入
を
得
た

い
と
い
う
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

V
入
会
の
手
続
き

印
鑑
と
会
費
千
円
及
び
顔
写
真
二

枚
を
準
備
し
て
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

V
仕
事
へ
の
就
業

仕
事
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
し
ま

す
。

V
詳
し
く
は
大
洲
市
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー

新
・
増
築
家
屋
を

調
査
し
ま
す

今
年
、
新
築
ま
た
は
増
改
築
さ
れ

た
家
屋
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
評
価

の
た
め
に
、
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
滅
失
家
屋
(
取
り
壊
し
た

家
屋
な
ど
)
の
調
査
も
同
時
に
行
い

ま
す
が
、
滅
失
の
登
記
を
さ
れ
て
い

る
も
の
を
除
い
て
、
申
告
が
な
か
っ

募

集

-屋内外の軽作業 c:= 
・公園清掃 ・樹木消毒貝

・除草 ・草刈り ・包装など

¥ lJ/.サービス分野
l ・介護サ ピス

・家事サピス 時

・観光ガイドなど

百

オーすこノ中P

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
(
住
所
一
大
洲

市
若
宮
大
洲
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
一
宮
⑫
3
7
7
5
)

「観光怒し園J

7 



活躍しています

ボヲンティ戸サークル

手
話
教
室
を
開
設

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

今
年
七
月
よ
り
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
日

す
が
、
こ
の
た
び
こ
の
事
業
の
一
環
日

と
し
て
、
手
話
教
室
を
開
設
し
ま
す
。品

こ
の
手
話
教
室
は
、
七
月
十
二
日
出

に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
、
手
話
サ
市

|
ク
ル
「
ド
リ
ー
ム
」
に
全
面
的
に
{

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
開
催
す
る
も
向

の

で

す

。

日

「
ド
リ
ー
ム
」
の
結
成
は
今
年
で

日

す
が
、
実
質
は
八
年
ほ
ど
前
か
ら
勉
一

強
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

日

手
話
に
興
味
の
あ
る
人
、
ボ
ラ
ン
ザ

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
入
、
明

ど
う
ぞ
手
話
教
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
{

{

日

時

}

{

九
月
二
十
七
日

1
十
二
月
六
日

目

毎
週
月
曜
日
午
後
七
時

1
八

時

町

{
場
所
}

一

中
央
公
民
館

明

{
参
加
費
用
}

千
円

(
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
)

※
今
月
号
の
「
し
あ
わ
せ
」
に
詳
し

い
内
容
と
申
し
込
み
用
紙
が
入
っ
て

い
ま
す
。
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
大
洲
市
社
会
福
祉

協
議
会
(
宮
⑫
3
5
0
9
)
ま
で

完
成
し
ま
し
た

点
訳
本

「お
お
ず
の

む
か
し
ぱ
な
し
L

点
字
サ
ー
ク
ル
「
ひ
と
み
」
の
皆

さ
ん
の
努
力
が
実
り
、
『
大
洲
の
昔

話
と
里
う
た
』
の
点
訳
本
が
完
成
し

ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
こ
の
本
を
愛
媛
県
盲

人
協
会
大
洲
支
部
へ
寄
贈
し
、
会
員

来
年
度
か
ら

市
立
幼
稚
園
で

4
歳
児
を

募
集
し
ま
す

平
成
六
年
度
か
ら
大
洲
幼
稚
園
、

喜
多
幼
稚
園
で
満
四
歳
児
(
平
成
二

年
四
月
二
日

i
平
成
三
年
四
月

一
日

の
聞
に
生
ま
れ
た
人
)
の
募
集
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
は
、
就
学
前
の
幼
児
に
集

の
皆
さ
ん
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

事~-ゑ

団
生
活
を
経
験
さ
せ
、
社
会
性
を
培

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
よ
り
多
く
の
幼
児

に
就
学
前
教
育
を
行
う
た
め
に
園
児

募
集
の
範
囲
を
、
平
成
六
年
度
か
ら

広
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
平
成
六
年
一
月
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
総
務
課

宮
⑫
2
1
1
1
内
3
8
1

50m走 女 森岡君江 1位

100m走 男 河野聖二 1位

男 山本久文 3 f立

女 吉岡ひろみ 1位

200m走 男 芝君浩 2位

800m走 男 谷岡秀昌 1位

フライング 男
向居和昭 1位

クディス
男 城滝道夫 2位

ソフトポール 男 菊川博 3位
投げ

一

「

差

別

は

生

き

て

い

る

」

…
十
、
行
政
の
中
に
も
(
つ
づ
き
)

…
差
別
引
所
訪
日
必
め
に
一
部
の
住
民

一
が
、
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に

一
俳
恥
附
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
幸

町
せ
に
な
る
こ
と
を
阻
ま
れ
で
い
る
住

一
民
が
い
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
全
体

…
の
中
の
一
人
で
あ
っ
て
も
、
放

っ
て

…
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

、
「
一
人
ぐ
ら
い
は
、
し
か
た
が
な
い
己

r

じ
ん
そ
ん
げ
ん

一
で
は
、
個
人
の
尊
巌
、
自
由
と
平
等
、

円
き

ほんて舎じ人付ん

…
湛
沖
的
人
権
は
、
た
て
ま
え
だ
け
の

空
文
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
実
は
、

一
人
の
た
め
を
考
え
る
全
体
こ
そ
、

げ
ん
て
ん
，

~
民
主
主
義
の
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ

一
う
か
。
そ
こ
か
ら
、

一
人
は
全
体
の

せ
舎
に
ん
ざ

こ
と
を
考
え
る
こ
と
へ
の
責
任
と
義

U

は〈

務
が
育
く
ま
れ
る
の
で
す
。
そ
の
よ

う
な
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
、
一
人
と

吋
ん
ぜ
ん
そ
だ

一
注
淋
の
潤
併
は
推
拾
に
育
ち
、
幸
福

一
追
求
の
権
利
を
享
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

…

オ

|

ル

ロ

h
u
ス
阜
併
で
う
き
ぼ

り
に
さ
れ
た
行
政
の
姿
勢
は
、
現
在

に
お
い
て
も
、
な
お
残
さ
れ
て
い
ま

カ〈
L

っ
て
舎
ぜ
さ
〈
二
う

川
す
。
画
一
的
に
施
策
を
講
じ
、
行
政

じよう

U

れいはい
d

ん
し
‘
ぎ
た
い

需
要
に
対
し
て
、
比
例
配
分
式
に
対

お

う

き

ほ

ん

た

い

ど

応
す
る
と
い
う
基
本
態
度
が
、
平
等

な
行
政
で
あ
る
と
い
う
錯
覚
が
あ
り

ま
す
。

…
同
和
問
題
は
、
い
喫
漁
性
や
重
要
度

の
最
も
高
い
行
政
課
題
で
あ
り
、
そ

…
の
解
決
の
た
め
に
、
国
は
特
別
の
法

り

つ

ざ

い

げ

ん

は

し
L

う

律
を
定
め
で
財
源
の
保
障
ま
で
し
て

No.179 
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人
権
と
同
和
教
育

い
る
の
に
、
市
町
村
の
行
政
が
、
「
他

会
-
A
7

ぜ
い
じ
。
ょ
う
き
ん
ニ
う

の
行
政
需
要
と
均
衡
を
保
た
ね
ば
な

ら
な
い
。
L

「
同
和
問
題
ば
か
り
力

を
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」と、

考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

明
ら
か
に
差
別
性
の
あ
る
行
政
姿
勢

で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し

ん

き

真
の
平
等
と
は
、
国
民
生
活
の
基

ば

ん

そ

こ

あ

盤
沈
い
ん全
体
的
に
底
上
げ
す
る
と
い

う
観
京
に
立
つ
べ
き
で
も
ぺ
ま
し
ょ

う
。
凹
凸
の
あ
る
道
に
砂
利
を
入
れ

あ

る
と
き
、
最
も
大
き
く
空
い
て
い
る

め
&穴
に
は
、
多
く
の
砂
利
が
必
要
で
し

め
ん
ぜ
き
さ
ん
こ
う

よ
う
。
そ
れ
を
全
体
の
面
積
に
均
衡

た
も
へ
い
た
ん

を
保
っ
て
、
平
坦
に
砂
利
を
入
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
ど
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
砂
利
を
用
意
し
て
も
、

道
の
凹
凸
は
補
修
で
き
ま
せ
ん
。

教
育
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い

え
ま
す
。
社
会
生
活
を
営
む
人
々
の

中
に
、
誤

っ
た
考
え
方
や
偏
見
が
あ

り、
ま
そ
の
結
果
、
他
人
の
し
あ
わ
せ

を
奮
っ
て
い
る
事
実
を
見
す
ご
し
て

い
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

す
べ
て
住
民
は
、
教
育
を
受
け
る

A
u
-
-
L

〈てき

権
利
が
哨
問
、
行
政
は
、
積
極
的
に

教
育
の
機
会
と
、
場
所
を
用
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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ヱ手掛 5 匁躍

大宮賀市欝w.1:李議裏金鍔議議選大金

フ月18日(日)

今年号第3日曜日!こ 「郷土美化運砂

動」とレて市内一斉清掃n実施さ
れ~レだ。

皆さんご苦労さまでしだ。

4フ月21日岡、柚木の如法寺河原で水天宮花火大会n開催されぎレ
だ。当日1eJ:1，400発の花火n打ち上げられ2万人の人々n夏の夜
空き楽レみ~レだ。

この目、主催さレだ柚木一歩会lこよ3、直径1.8メート/レの大釜で

ちVちベちどの吋ーピスちありまレだ。

持 フ月20日(土)

‘次代き担う青年n健ヤフh'lと育
つだめに、市民総ぐ301-で健
全育成12努めようと大洲市青

少年健全育成大会げ開催され

まレた。

フ月 7日(木)
高齢者の生きnいと地域の発砂
展lご寄与す3ことを目的!こ大

洲市三こうんパ一人材センヲ

ーが設立されましだ。

‘7月15日(オサ
大洲農業高校の皆さんn肱
川緑地公園の草刈、ゴミ拾

いの作業さ行いまレだ。あ

L/nとうございまレだ。

vフ月23日(金-)24日(士)、新谷和霊神社

の夏祭し/n開催されまレだ。今年
ち大勢め人n商庖街き埋めつくし
さ長レた。



愛媛県警察官等の採用候補者試験を次のとおり行います。

区 分
採 用

受験資格 受付期間
第一次

予定人員 試験日

婦人警察官
昭和41年4月2日~

7月28日(7J()-
4人 昭和47年4月1日生 9月19日(日)

(大卒)
の女子

9月3日(翁

婦人警察官
昭和41年4月2日~

9月8日(水)-
2人 昭和51年4月l日生 10月10日(日)

(高卒)
の女子

10月1日(劃

警察事務 昭和47年4月2日~ 7月13日制~
5人程度 9月26日(日)

(初級) 昭和51年4月1日生 9月6日(月)

昭和47年4月2日~

交通巡視員 2人程度 昭和51年4月1日生 同 上 同 上

の女子

昭和33年4月2日~
昭和47年4月1日生
の女子で教員免許取

婦人警察員 4人程度 得者又は取得見込者 同 上 同 上
あるいは心理学を修
学した者又は修学見
込者

男子警察官
昭和41年4月2日~

9月8日(水)-
10人程度 昭和51年4月1日生 10月10日(日)

(高卒)
の男子

10月1日幽

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

七
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

田

口

堀

江

金
一
封
(
内
祝
い
)

伊

予

市

前

田

富

男

金
一
封
(
バ
ザ

l
収
益
金
)
東
大
洲

明
治
生
命
保
険
相
互
会
社
大
洲
営
業
所

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

稲

積

長

谷

川

邦

明

金

一
封
(
肱
北
地
区
社
協
・
肱
北
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
会
・
肱
北
分
団
第

一
部

・

市

社

協

へ

)

中

村

櫛

部

知

晴
泰
幸

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

青

木

吉

久

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
・
市
社
協
へ
)

上

須

戒

宇

津

正

弘

(
物
品
の
口
座
)

電
動
車
精
子

一
台
(
貸
出
用
)

若

宮

白

石

照

子

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

快
気
祝
、
香
典
返
し
、
バ
ザ
ー
の
収
益

金
等
は
有
機
的
に
社
会
資
源
と
し
て
、

有
効
に
地
域
社
会
の
福
祉
に
役
立
て
て

お
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
社

会
福
祉
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
、
積

極
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
共
同
社
会
と
し
で
の
責
任
と
社

会
福
祉
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、

ま
ご
こ
ろ
銀
行
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
善
意
の
預
託
金
は
、
本
人
の
ご

意
志
を
尊
重
し
、
地
区
社
協
、
老
人
会
、

福
祉
施
設
等
に
指
定
配
分
と
し
て
お
届

け
し
て
お
り
ま
す
。

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

派出所、駐在所ヘお問い合わせは最寄りの警察署、

図書館

新
刊
図
書
案
内

あ

す

は

降

幡

賢

一

著

行
動
し
て
み
る
こ
と
で
人
生
は
開
け
る

加
藤
諦
三
著

人
を
い
か
に
愛
し
、
生
き
る
か

R
・
シ
ユ
ラ
l
著

奈

良

国

宝

仏

め

ぐ

り

久

野

健

文

永

遠

の

生

命

梶

原

和

義

著

キ

ン

グ

牧

師

辻

内

鏡

人

他

著

ア
メ
リ
カ
ン
ヒ

ー
ロ

ー

松

尾

戒

之

著

歴
史
に
咲
い
た
女
た
ち
石
丸
園
田
子
著

郡

小

平

矢

咲

晋

著

大
江
戸
お
も
し
ろ
事
典
稲
垣
史
生
著

ヒ
ラ
リ

l
-
ク
リ
ン
ト
ン

J

・
ウ
オ
ー
ナ
ー
著

小
沢
一
郎
著

高
橋
乗
宣
著

但
本
改
造
計
画

逆
襲
す
る
日
本
経
済

資
本
主
義
対
資
本
主
義
M
・
ア
ル
ベ

l
ル
ザ
者

沈

黙

せ

ず

宮

津

裕

子

著

江

戸

の

女

ぱ

な

し

西

岡

ま

さ

子
著

海
を
渡
っ
た
自
衛
隊
朝
日
新
聞
社
編

科
学
一

O
O
一
の
常
識
J

・
卜
レ
フ
ィ
ル
著

健

康

を

計

る

久

保

田

博

南

著

魚

が

あ

な

た

を

救

う

矢

淳

一
良
著

覇
者
の
誤
算
上

・
下

立
石
泰
則
著

ア
メ
リ
カ
車
文
明
は
再
生
す
る
か

朝
日
新
聞
経
済
部
編

耕
せ
コ
ウ
タ
ロ

l
山
本
コ
ウ
タ
ロ

l
著

日

本

の

伝

統

工

芸

小

山

和

著

迷

っ

て

生

き

て

内

藤

や

す

子

著

ま
わ
し
だ
け
が
知
っ
て
い
る蔵
間
龍
也
著

平
松
礼
二

芸
術
新
聞
社
編

名
画
へ
の
旅
日
都
市
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

日
絵
闘
を
超
え
た
絵
画

担
逸
楽
の
ロ
コ
コ

// 
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集

英

社

花

の

俳

句

伊

藤

敬

子

著

大

長

編

小

説

礼

讃

高

田

宏

著

正

岡

子

規

入

門

和

田

克

司

編

恋

愛

胃

潰

疹

の

作

り

方

永

井

明

著

音

楽

の

海

岸

村

上

龍

著

ミ

モ

ザ

号

の

冒

険

武

田

鉄

矢

著

四
万
十
川
第

4
部

笹

山

久

三
著

ひ

と

つ

屋

根

の

下

野

島

伸

司

著

青
春
の
門
第
七
部
上
・
下
五
木
寛
之
著

殺

人

の

花

客

森

村

誠

一

著

麻

酔

渡

辺

淳

一
著

見

知

ら

ぬ

遊

戯

藤

本

ひ

と

み

著

水

色

の

ノ

ー

ト

藤

堂

志

津

子

著

私
は
作
中
の
人
物
で
あ
る
清
水
義
範
著

伊

勢

志

摩

殺

人

事

件

山

村
美
紗
著

死
に
至
る
ノ

l
サ

イ

ド

蟹

谷

勉

著

植

輸

の

家

鳥

井

架

南

子

著

夏

至

南

風

長

野

ま

ゆ

み

著

幻

の

祭

典

逢

坂

剛

著

ち
い
さ
な
物
み
つ
け
た
五
木
寛
之
著

利
に
惑
う
は
愚
か
な
り
瀬
戸
内
寂
聴
・
他
著

回

想

の

ハ

ル

ビ

ン

山

崎

倫

子

著

北
方
四
島
・
千
島
列
島
紀
行

N
H
K
取
材
班
文

楽

園

物

語

立

松

和

平

著

林
望
の
イ
ギ
リ
ス
観
察
辞
典
林
望
著

大

地

の

風

王

国

澄

子

著

ビ
ジ
ネ
ス
・
ナ
ン
セ
ン
ス
事
典
中
島
ら
も
著

季

節

の

か

た

み

幸

田

文

著

父
さ
ん
ご
め
ん
ね
母
さ
ん
ご
め
ん
ね

時
実
新
子
著

十

七

歳

だ

っ

た

/

原

田

宗

典

著

平

凡

王

高

橋

源

一

郎

著

フ
ィ
ル
ム
旅
芸
人
の
記
録
権
名
誠
著

感
動
の
盲
人
ゴ
ル
フ

C
-
メ
イ
ヨ

l
著

無
実
の

I

S

・
グ
ラ
フ
ト
ン
著

図

書

館



サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二
十

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
奥
さ
ん
は
、

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
ご

主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
の
で
、

直
接
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

該
当
す
る
人
は
市
役
所
に
届
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
に
は
、
健
康

保
険
証
・
共
済
組
合
員
証
ま
た
は
ご
主

人
の
勤
務
先
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

届
出
を
し
な
い
で
二
年
以
上
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
る
と
、
保
険
料
が
未
納
と

な

っ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
将
来
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
た
後
で
も
、
奥
さ
ん

自
身
の
就
職
や
ご
主
人
の
退
職
な
ど
が

水道業者の

漏水当番

9月4日ω

9月5日(日)

あ
れ
ば
、
加
入
の
種
別
が
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

で
0
8
@
2
1
1
1
(2
5
6
)

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す

V
救
急
車
の
正
し
い
利
用
を

救
急
車
は
だ
れ
で
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
緊
急
性
の
な
い
病
気
や
け
が
で
救

急
車
を
利
用
す
る
と
、
重
症
患
者
な
ど

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
場
合
に
出
動

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
も
多
く
の
尊
い
生
命
を
救
え
る
よ
う
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
ま
し
ょ
う
。

住
宅
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

十
月

一
日
、
全
国

一
斉
に
住
宅
統
計

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

『
豊
か
な
住
生
活
』
実
現
の
た
め
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
す
。
調
査
員
が
九
月

下
旬
か
ら
調
査
票
を
持
っ
て
、
調
査
を

お
願
い
す
る
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
調
整
課
情

9月11日(土)

9月12日(日)

9月15日(水)

報
統
計
係
ま
で

含
⑪
2
1
1
1
(内
線
3
4
2
)

愛
媛
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

愛
媛
学
と
は
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が

誇
り
を
も
っ
て
郷
土
に
生
き
、
心
豊
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
理
、
歴
史
、
産
業
、
文
化
な
ど
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
愛
媛
県
を
見
つ
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
大
洲
盆
地
に
恵
み
を
も
た

ら
す
肱
川
と
人
々
の
く
ら
し
の
関
わ
り

に
焦
点
を
あ
て
て
、
地
元
在
住
の
研
究

者
な
ど
が
実
践
事
例
や
そ
の
成
果
に
つ

い
て
発
表
を
い
た
し
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

【テ

l
マ】

「
わ
が
ふ
る
さ
と
と
愛
媛
学
」

ー
肱
川
と
く
ら
し

1

【
日
時
】

九
月
十

一
日
出
十
三
時

1
十
七
時

{
場
所
】

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
ー
ル

【
講
師
}
(
敬
称
略
)

中
村
章
、
古
岡
智
稔
、
常
磐
井
忠
伽
、

9月18日凶

9月19日(日)

9月23日(木)

古
森
敏
夫
外

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
体
育
課
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1
(内
線
3
8
9
)

行
政
書
士
試
験
の
お
知
ら
せ

{試
験
の
日
時
】
平
成

5
年
目
月
担
日

間
、
日
時
か
ら
日
時
加
分

【
試
験
の
場
所
}
松
山
市
文
京
町
4
番

地
2

松
山
大
学

{受
験
資
格
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
。

①
学
校
教
育
法
(
昭
和
詑
年
法
律
第
初

号
)
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

そ
の
他
同
法
第
日
条
第
1
項
に
規
定
す

る
者
②
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
と

し
て
行
政
事
務
を
担
当
し
た
期
間
が
こ

れ
を
通
算
し
て

3
年
以
上
に
な
る
者

③
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前

号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及

び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

【受
験
願
書
の
提
出
期
間
】
平
成

5
年

9
月

1
日
同
か
ら
初
日
間
ま
で
の
執
務

時
間
中

(
8
時
加
分
か
ら
口
時
ま
で
)。

た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
同
日
ま
で

9月25日仕)

9月26日(日)

の
消
印
の
あ
る
も
の
は
受
け
付
け
ま
す
。

【受
験
願
書
の
請
求
・
提
出
先
及
び
問

い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
総
務
調
整
課

干
前
八
幡
浜
市
松
柏
乙
一
一

O
一

8
0
8
9
4
⑫
4
1
1
1
 

自
賠
責
加
入
す
る
ま
で
赤
信
号

二
百
五
十
∞
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車

検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠

責
保
険
の
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち

で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ

て
油
断
は
禁
一
物
、
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人

身
事
故
も
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
へ

の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
無
保
険
で
走
る
と
、
六
ヶ
月
以
下

の
懲
役
、
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、

さ
ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な
り
、
免
許

停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
庖
等

へ
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
四
国
運
輸
局
愛

媛
陸
運
支
局
輸
送
課
ま
で

8
0
8
9
9
⑮
1
5
6
3
 

7月末までの
大洲市内の交通事故

内田電気水道設備

ft25- 2858 

久保鉄工所

ft26-0537 
(有)オク夕、、設 f粛

宮 24-3674

(有)アサノ設備

宮 24-0783

神 田鉄工所

宮 24-4122

佐藤水道庖

ft24-4410 

城戸電業社

宮 25-2944

t兵 イ主 言受 f蒲
ft25-4645 

土居鉄工所(槻

ft24-4519 

滝田商庖

宮 25-0901

南予水道住設(有)

宮 25-1350

中野管工事工業

宮 24-3792

星 加 鉄工所

宮 26-0020

西田水道庖

ft26-0265 

徳森設備

宮 25-4023

淳 山 水道工事庖

ft24- 2583 

(有)丸電工業

宮 24-5351

伊予屋住設

ft24-2541 

三原設備

宮 24-3783

岡福水道工事庖

宮 24-3 6 5 6 

7月末現在 昨年同期

{牛 長t 136 1 2 7 

負傷者 1 8 2 1 6 1 

死 者 2 l 
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相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【交
通
事
故
相
談
】

日
時

9
月
8
日

制

叩

時

l
M
時

9
月
初
日
開
叩
時
l
m
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

日
時

9

月

H
白
川

w
m時
1
日
時

場
所
南
久
米
公
民
館

日
時

9
月
初
日
何
日
時

1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月

・
水

・
金
曜
日

第
一

・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

土
寸
司

O
土
寸

1
2
寺、

3
土
寸

1
6主
寸

H
R

1
H

l

H

I
H

1
日

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

i広報おおず

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

{行
政
相
談
】

日
時

9
月
四
日
凶
叩
時
l
M
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室
地

急
ぐ
時
に
は
含
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【社
会
保
険
相
談
】

日
時

9
月
6
日
間
、
初
日
間

O
寺
1
6
寺

l
H

1
日

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

宮

⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

{不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

9
月
日
日
制

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
側
フ
ヂ
エ
ダ
内

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日

時

毎

日
の
執
務
時
間
中

公
(
ω
h
h
F
μ
M
Vロ

【定
期
税
務
相
談
】

日
時
9
月
刊
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

保健センターだより
ft24-3??5 

.乳幼児健康診断.

実施日 該当者

9月 3日幽 平成 5年 4月生※

9月 7日(火) 平成 5年 1月生※

9月16日(木) 平成 4年 2月生

9月21日伏) 平成 4年 10月生※

9月28日(火) 平成 2年 8月生

※は肱南 ・久米 ・肱北・喜多・平

地区

受付時間 13時 -13時30分

実施場所大洲保健センター

持参品母子健康手帳

9月 7日は育児相談だけです。

4・健康相談4・
日日寺 9月 8日(水)

9 時30分 -12時、 13時-15日寺

場所市役所2階会議室

日時， 9月22日(水)

13時 -15時(栄養相談あり)

場所 大洲市保健センター

大洲中央病院(東大洲)

藤本外科医院(中町)

ft24-2310 

|休|日|急|患|診療|

ft24-4551 

村上内科医院(北只)

(日)

9月 5日

9月12日

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

{市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
・お
答
え
し
ま
す
。

日
時

9
月
四
日
回
目
時
l
m
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

担
当

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

9
月
2
日
附

場

所

時

間

四
国
電
力
大
洲
営
業
所

ft23-3500 (日)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大野内科医院(片原町)9月15日

ft24-6800 

村上外科医院(片原町)

まま 24-2262

大洲中央病院(東大洲)

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

(水)

9月19日

(日)

3
ム阜寸⑪句、ヮ

1
2
寺

!
日

3
う

1
日

市
立
大
洲
病
院
日
時

i
M
時

【実
施
日
】

9
月
日
日
嗣

場

所

時

間

菅
回
連
絡
所

9
時
却
八
刀

i
u
時

大
洲
精
神
病
院
日
時
l
M
時

歯

呈.'.Jo企

邑災

科

本目

実

施

日

内

容

9
月
幻
日
附
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

9
丹
羽
目
附
乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ

.成人病 ・結核検診.

実施日 場

9月 1日(水) 1 
}菅団連絡所

9月 2日(木) J 

9月 8日(水) 1 
}平野連絡所

9月 9日(木) J 

9月14日伏) 上須戒連絡所

9月22日(水) 基幹集落センタ-

9月24日働 大川連絡所

9月29日(水) 三善連絡所

9月30日(木) 平公民館

受付時間 9前30分 -11時

13時-15時

女性及び40歳以上 の男性

戸斤

対象者

4砂胃及び大腸がん検診.

実施日 場所

9月30日(木) 平公民館

受付時間 8時 -10時

中食言語長辞十 胃カfん中食言t~

大腸がん検診

対象者 40歳以上の人

※大腸がん検診は申込みが必要

900円

400円

ft24-4551 

ft24-3752 

大洲中央病院(東大洲)

清水医院(志保町)

ft24-2017 

ft24-4551 

岡本耳鼻科(本町)9月23日

(木)

9月26日

(日)
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大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

め
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
大
洲
保
健
所
⑪
3
1
6
5

お
お
ず
赤
煉
亙
館
ご
案
内

V
水
害

・
土
砂
害
写
真
展
(
建
設
省
)

8
月
初
日
間
1
9
月
5
日
間

V

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
絵
葉
書
展

9
月
日
日
凶
1
9
月
初
日
間

{お
詫
び
と
訂
正
】

八
月
号
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

選
手
た
ち
の
写
真
は
、
今
月
号
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お
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び
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し
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げ
ま
す
。

4・婦人がん検診.
実施日 場所

9月14日(水) 上須戒連絡所

9月22日(水) 基幹集落センタ-

9月24日(鉛大川連絡所

9月30日(木) 平公民館

受付時間 13時 -13時30分

検診料 子宮がん検診 700円

乳がん検診 200円

30歳以上の女性対象者
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